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博士（文学）学位請求論文審査報告要旨 
論文提出者氏名 安松 みゆき 
論 文 題 目 近代ドイツにおける日本美術受容史に関する研究 
審査要旨 
当論文は、１９３９年にナチス・ドイツが開催した大規模な「伯林日本古美術展」に収斂されるドイツ圏の日本美術
研究が、１９世紀末からどのようになされてきたかを具体的にたどり、そうした基礎作業を経て上記展覧会の開催に
結実していく道程ならびにこの展覧会が内包する政治的な意図を考察した第一部と、これまでドイツ、日本のいず
れにおいても概括的にしか追跡されてこなかった女性画家ツェツィーリエ・プファフの創作活動と日本美術研究活
動の両面を明らかにした第二部、そして第三部とも申すべきこの画家の作品総カタログによって構成されている。 
第一部は１９３９年に「伯林日本古美術展」が開催されるまでに、日本の古美術に対する関心がドイツ圏でどのよ
うに醸成されていったのかをたどっている。これにまつわる調査が、これまでほとんどなされてこなかったからであ
る。当論文では、ドイツ圏における日本古美術収集に大きな寄与をなしたアドルフ・フィッシャーの活動と美術史家
ヴィルヘルム・ボーデの東洋美術蒐集拡充活動にまず注視し、１８９２年、１８９７年〜９９年、１９０２年に日本に滞在
し、美術品の蒐集をおこなったフィッシャーのコレクションがケルン東洋美術館の中核となり、日本古美術研究の拠
点となっていった経緯や、ベルリンに東洋美術館を設立する計画をたてたドイツ美術史界の重要人物ボーデの主
導により、２０世紀初頭よりはじめられた日本美術品蒐集が、工芸美術専門家のユストゥス・ブリンクマンや東洋美術
史家エルンスト・グローセ、日本美術研究者オットー・キュンメル、林忠正等の協力をえながら充足されていった過
程が詳細にあとづけられている。こうした実物の蒐集と呼応するように、ドイツでは１９２６年に東亜美術協会（Ｄｉｅ
Ｇｅｓｅｌｌｓｃｈａｆｔ ｆüｒ ostasiatische Kunst）が設立され、日本美術に関する学術的研究成果も同会機関誌『東亜雑
誌』（Ostasiatische Zeitschrift）などに公表されていった。そしてこの協会ではキュンメルのようなドイツ人の学者ばか
りではなく、矢代幸雄、上野直昭といった日本人美術史家の研究発表もおこなわれ、日独間の美術研究協力が促
進されていった。また、日本美術にかかわる展覧会の開催も２０世紀初頭からしきりに開催されるようになる。「日本
美術展覧会」（１９０３年）、「美術における日本と東洋」（１９０９年）、「東洋古美術展覧会 中国‐日本」（１９１２年）、
「中国画と日本画」（１９３０年）、「ヴィルヘルム・ゾルフ博士所蔵品による浮世絵と日本画」（１９３３年）、「日本の絵
画」（１９３５年）といった展覧会開催の出品作やカタログ執筆者の言説などの詳細もこの論文によってはじめて明ら
かにされたといえる。 
以上のようなドイツにおける日本美術の蒐集活動、研究活動、展覧会開催といった蓄積と、１９３３年の日独国際
連盟脱退以後、国際社会のなかで孤立していった両国が互いに接近し、１９３６年の日独防共協定締結に示される
ような政治的結びつきを背景としながら、１９３９年２月から３月のほぼひと月間にわたる「伯林日本古美術展」の開
催は実現されることになる。この展覧会の計画はそれより１０年前からキュンメルによって打診されていたが、日本側
が国宝の国外持ち出しに難色を示し、暗礁にのりあげた。この困難を打破するために、ドイツ側は１９０７年に入手し
ていた鎌倉期の優品《嵯峨天皇御影》（現在御物）の日本への返還を提案し、この作品は１９３５年に我が国へ戻さ
れ、翌年日本で公開された。日独防共協定が結ばれたこの年、「伯林日本古美術展」開催がドイツ側より再提案さ
れ、以後その準備は順調に遂行されていった。当論文では、この《嵯峨天皇御影》がドイツに渡り、返還されるまで
の経緯や当作返還の政治的意図をキュンメルのボーデ宛未公刊書簡や日本側の証言などを丹念に追いながら、
あきらかにしている。御物《嵯峨天皇御影》がたどってきた来歴を日独資料の検証をもって明示した考察は、この論
文がはじめてであろう。その意味で、この調査は日本美術史研究そのものにも大きな寄与をなしている。そして、さ
らに３００以上の日独双方の新聞記事、雑誌記事を基礎として、「伯林日本古美術展」の報道のありかたを詳細に調
査しながら、安松氏は日独それぞれにおける同展の強調点のありかたの相違をうかびあげ、たとえば日本ではヒトラ
ー自身が評価したと報道され、いまもってそう語られる雪村の《風濤図》について、この評価はむしろキュンメルの作
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品評価であり、ヒトラー自身が評価していたという報道はドイツ側では、まったく見られないとし、ヒトラーの《風濤図》
に対する関心は、この展覧会の成功をヒトラーをとおして国民に印象付ける日本側の意図の反映であった可能性を
指摘している。このことは従来未調査であったユニヴェルズム・フィルム社制作の同展のニュース映画によっても確
認され、《風濤図》へのヒトラーの関心もニュースではとりあげられておらず、この作品自体も映写されていない。こう
した事実もまた、日本美術史上の言説の修正を促す指摘であろう。また当論文においては、日本で「独逸国宝名作
素描展覧会」（１９３７年）、「大独逸国展覧会」（１９３８年）が開催されている事実にも目配りがなされ、文化的な交流
のよそおいをまとう展覧会企画をとおして、日独の政治的関係の緊密化が図られていたことも、見逃されていない。 
第二部は、ドイツにおける日本美術受容史の初期に登場するツェツィーリエ・グラーフ・プファフという人物の仕事
に着目した研究である。プファフは、森鷗外の『独逸日記』にも記されている女性である。鷗外と同時期にドイツに滞
在していた洋画家・原田直次郎と親交し、その影響から日本美術に関心をしめすようになったと思われる画家で、
後年にはナチスの主要人物から評価を得た作品を生んでいる。１９３９年にミュンヘンで催された「大ドイツ美術展」
に出品した《イタリアのホーエンシュタウフェンブルク》はヒトラーによって買上げられ、また同展出品の《ナーブ河峡
谷》がゲーリンクの購入品となっている。その一方で、プファフは日本美術品のコレクターでもあり、ミュンヘンで開催
された「美術における日本と東洋」展（１９０９年）の企画者の一人として名をつらねて出品し、同展カタログに寄稿
し、『ミュンヘン造形芸術年報 Münchner Jahrbuch der bildenden Kunst』や『芸術 Die Kunst』誌にも日本美術につ
いての論考を発表しており、ドイツにおける日本美術受容の初期に重要な役割をになった女性であったが、彼女に
ついては、日独双方の研究が立ち遅れており、これまでその生涯や日本美術研究活動や画業の詳細は知られて
いなかった。学位申請論文第二部では、プファフの生涯、画歴、作品調査、雑誌・新聞にとりあげられている作品
評、日本美術研究活動の実態、1925 年にウニオン・ドイツ出版協会から刊行された彼女の編著『日本妖怪書
Japanisches Gespensterbuch』の内容などが、くわしく追跡されており、そのほとんどが、これまで明らかにされてこな
かった事象をうかびあげており、秀逸な研究と認定しうる。 
第三部は、第二部でとりあげたツェツィーリエ・グラーフ・プファフの作品総カタログで、「付録」と題して提出されて
いるとはいえ、これそのものも、着実な調査活動をうらづける重要な成果とみなしうる。「油彩・テンペラ作品」「水彩
作品」「ペン、鉛筆、クレヨン等の素描作品」「銅版、石版の版画作品」３００点弱に付された作品写真や出典デー
タ、所蔵先データなどは、今後この画家にかんする研究がなされる際の第一基礎資料と評価されうる質と量をそな
えている。プファフについては、１９８５年に『鷗外』第２９号に発表された横川善氏の論考「原田直次郎とドイツ婦人
画家 C・Pfaff―「独逸日記」―」によってその経歴が知られるのみであったが、この論文第二部、第三部により、この
画家にまつわる情報量は飛躍的に進展したと評価できる。その意味で、当論文は、近代ドイツにおける日本美術
受容史研究のみならず、日本近代文学研究にも大きな寄与をなす考察となっている。 
公開審査会は、２０１２年３月１０日、早稲田大学戸山キャンパス３９号館（第二研究棟）二階美
術実習室（２２１９）において開催され、そののちひらかれた下記審査委員による審査委員会は、当
論文を、博士学位にふさわしい成果と判断した。 
 
公開審査会開催日 ２０１２年 ３月 １０日 
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審査委員 新渡戸文化短期大学 教授  岩切 信一郎 
審査委員 千葉工業大学 准教授  河田 明久 
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